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石 匡
〗 浅井辰郎

戎実 に奈さ吼 ，葬向芋菜 iこ症のオし'(.や 、もす礼ば翌急名更失い熟わ忌白

介に℃つて，キ覚式‘におヴも文四笑妥 1)式辞、ぶてぷね竺光明で豹念 この印

象芯棗切に強 く愛1r1「この点琉か祁祀み¢耳の対てあった 、記鹿、＼立廷怠汁れ

塔窯差 tふ｝ヽ ／ 商町て亘り、戟悛の迎力本芍的届日本磋末さ呉体招に染じ、特

に朗鮮勤乱プームの悪彩 雲冬鋭く泊痴さ介＼（ ．年業生 lこ苦しくても回の名主

注セを坦う人即であもことをじゆ人じゅんと要達：：：れセのであった，その冷

舌姦世序状繋か る壱 耳/iTI人の 理想に及び．雄大旦っ苓．裳．ぢもの てあった會芦

耳の式で立雑淀 L玄玖 71こふ1噂 ‘． 怠長ば餌函 Lエヴ・エしフ‘l、任取プを引1可

さ丸人生とばというし ても窓久ね区｀区らぬ 山であり． そ介しが険記であるかわ

之玄つて祭歪すもことの出末低い山．であ 19. ）＼ント陵畏).丈下の万ーにも矢叡

し弐 l＼とする斐惑と臣意こそ 人主においても戻阪・ しない 要訣て• あも℃ ， 主に
壱耳但人 に吋す令 幻励 の言策を玄ぺら如こ． 3 o耳考には再び＇日本迂渚の

菩しい現杖` き介祈ミ爪た・袈 ，世の中 iこL荻華さえなかつたらっという怖め の

声があものほゃむさ等ないこしても ／ ＼` ＼やしくも L青耳日本の代‘炭君 7 rこる

わか采莞庄立 ，進んで叙華を低くしぷう と老えな汀れ 凸・届わはい 't:.老人が

白 わ磋＜日 ．本への 囲るい炸型を笠類され1このであった．

所が てあ 1:>. 今耳の式奔応わか＇ 耳を旺う 位深裂1さ）こ充 わ たものであった＂

巴<`「 39()じ人の平業生の 中 迂豆年乗 も と推定 さ れももの 心ふ0~ 60  

％てある — — 袈耳待つくいれさ名認すもかど言えばそれも 酋要ノ ーて•あな

その埋由以犬営を広だインオ l)這吐会＼：：：衷弓＜ 1J../) そのだ力か求し て若の

ふうに埓妹茫刀として宮われねいか 17)であ な と 云 つ て 荻 転 を 辞すゐ：：とぢ
ヽ
人岡を稗すおここでわる，--

ご、 t庭めて茂完 臣乞莞でばあるが、 わ’れわれの知薇痢労初ガきいかほる妬

将でも亮るよろ苑君 1こ夫称をお栢いしたい ゞ迄衷）e苫しがこ孟べt濯 fこ， 0 

さてこ の梵眩沃叉状況応渥向祁 t．竹の町堕で咽ろちうか・ヤス祁ても最益の

捉理淫丼の営庄g夏ると 三唇間初かはいでも牽む老貸．扮）として、初 きfeくて

も距ば得らオしす＼罹か 1ご落勧侑底 11Iし）ぺ、イトで筈労 l，辿 Iこば、そ業迂畠を令 lこ

也ず‘＼こ毘老したものも ，像 1：：：底つて判つTこのだ‘か実荘したのであ-t). 弐て本

耳の菜業 庄も瀬＜町窓の埒意、<9就祗武束そうで 立あるが ．`末主 の迂筵であ金

要する」こ梵哀の尭翔箆叶ひ‘にヤ Z舒も函）外でば底 、いのであわ 會

さて緒捻セ老でう ，それなこの際 、広政虹哩営会芯して迂短 iこ芭 して も瑛

(_3) 



” 

芦術に靭内あよう区 -大 家族の体明にするここでおも・私は前にこのマ／号一

実さこの 1号という呼もだい立セクト的ほ惑，かして源＼＼ねのビが一に L牛山

万里 1 と登し し東亜同文書院孝主に対する筒窓生 の親名も 知なぬ琺劫の玩況

セ短く記介し、わが王政把理固定も倭進さ引きエげ乞もぷうお庖いしたことか

ぁる＾今ゃ誘発はその頭の勾思悟も切迫したのであ・なこの呉侭貶どしては

まず詞をおいても昭和／乙年 地 理栄科の章誤南始泌栄、忘師祁 旧市□弥

-til欠学 、文玄貿の区捌＼かくすべての茉葉庄を含んピ五十者眼の名烹芯収る こ

とであゐ＿釦かいこ乙亡‘か‘この目的のた尻＼：：：白苓業耳文や出斎涛屯Il込本人忍

のあ とに猜寸る亡‘けで分預の将環）こする：：どはをヴにい， 叉坑｀厄等社会的発

言力に定 して主耳目日丸よ耳令区入れるこども ．妃束の名窃の型と取って麻

怒かつ おもしろいであらう． 孝に内）こい如岡 ，岡山 ．渡辺光．条々知主なと．．

汁i立き 初からの克生の要翌も扱党 ＜．外に 立毅前 の同危圧の 切底ゐ埋苺芥

茎：り者が あゐ 、この戎&途<ず‘ 蒻浣ml＼もく ． ガを曲迂ー（，正＼こ 一石乏皇

のくご0)吸要が1要茎芯 享急に実現 したい ものてある

ごの和！、こ習き たい迎理営的桔m蛭やわが虹理学会痰に茎む革頭も少くはい

D'江返(J)-:::::こ点酪急中の咤急帝と考え あえて乱文さ記す森`べ fこ択てあゐ2

就任に当って会昌諸兄ヘ

小川 氣

昨春 梵据ある法双大孝文営郡捉捏喀料の 一頑 てゐこと芯肝されてから ，

丁哀―！「耳 • 'tf. 系の不 敗）•こ加えて十早の空もと将町＼．その）＼ンデ4 ギマ、、）

ブきいがにして償うか't:.'睛 i)甚思い 惑＼＼ ＼＼ k）が翌点授中-(.その已 その

曰を迭つてさて払てす..-年(1)液怨凶ももちん，角力てい久ぶ募里の連詑で

い弐さ わ潤んでも釈り歪迂ず 切筒の営主 未沐版も湮＼＼気将ちでお（） 拳し 1こ

どこわ 尼 l＼かげす＇杖岡克生のお痣て'.釆早蔭（つま（）本耳蔑うから，さら

に歿要として勁帝す べき由 ，喀夜き痢て深江されたと界つて，名毎＼こ衣玖す

和 こ前 に 蒼仕の重大さを名威せ さ＇るとえ弐ぜん<・しにもとぶり／応の級

迎苓にすき な`い払です。あ釘）に音社＆お戎しす：：：るのも ，かえつて ，花所

かうみら爪Tこわおかしねものかと思いぎす し＼苓さ ら申すまでも裕'< 本孝

笈浬営祉 l苓その苦 tいつて も払の知る夜()'＼＼叙かわ乙 0 耳余耳前です

が、当帝孜の弐だ少底かつ Tこ払茸の迎距玄社どして、すで＇に東稀に名と点てて

l¥ f::¥＼と思い立す、 実寮 ，そこ）こ笑 ゐ人々の芝乱 に おいて、その合理的前逢

約味色 I~ . 宮芸 に朔件すわことのできない老々しいぎ位鉗味、となっ てい立し「こ ．

(~) 


